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Abstract 

In the British broadcasting history, it has ever been said the BBC's biggest success 

in World War Ⅱ was to have observed the policy to convey the truth rather than 

the propaganda. The studies in Japan has been focusing on what BBC told (or what 

not told) in reporting the war, so that the research subject has been the effects of 

BBC's programmes listened by the audience in Britain, the occupied Europe, and 

the British Empire. 

 However it also should be important to consider how the BBC had shown the war 

in order to study its role in the war reporting. To maintain the morale of the British 

people, it was essential for the BBC to get the reliance from the audience, in other 

words, to make British audience sensitize to the war broadcast and to appeal their 

emotions fighting with the troops in the battle front. Besides it must have been the 

mission for the BBC to serve the all audience and act in the public interest. 

 I will describe in this essay, through the several main stages, the process from 

the BBC's preliminary activity for the 'war actuality' to the opening of the 'War 

Report' programme, and show the characteristic of the war reporting journalism 

generated by the 'BBC's War Reporting Unit'. 

 

１．はじめに 

 

 英国放送史において英国放送協会（British Broadcasting Corporation：以下、BBC）の第二

次世界大戦中の最大の成功と言われているのは、プロパガンダよりも事実を伝えるという方針

を守ったこと、虚偽の事実を伝えることを拒否し、事実の解釈が歪曲されることを避けること

で、敵側の放送局に対して有利な地位を得たことである1。悪いニュースを伝えたが故に―1942
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年 11 月のエル・アラメイン(El Alamain)での勝利2までは悪いニュースしかなかった―良いニ

ュースもまた信用され、占領下にある大陸諸国の人々からも頼りにされることになった。 

 こうした評価は、BBC が特に戦争報道において「何を伝えたか（あるいは、伝えなかったか）」

に着目しており、日本では、英国民や占領下にあるヨーロッパの国々の人々、大英帝国の植民

地や自治領の人々が BBC の番組を聴くことが英国のプロパガンダ政策や戦争遂行政策全般に

いかなる影響を及ぼしたのか、という視点から考察がなされてきた3。しかしながら、BBC の

戦争報道が果たした役割を考察する上では、「どのように伝えたか」も重要である。オーディエ

ンスにとっての戦争とは、メディアから提示された戦争であり、それが事実であるかどうかの

判断は自身で下すことはできない。それを伝えたメディアを信頼するしかないのである。 

 BBC にとって、オーディエンスの信頼を得る、言い換えれば、メディアが伝える戦争への注

目を集め、前線の兵士だけでなく国民全体が一体となって闘っているという感情を掻き立てる

ことが、国民のモラル―戦争遂行のための忍耐と貢献―を維持するためには必要不可欠であっ

た。またそうすることが BBC にとって公共サービスの使命―すべてのオーディエンスに奉仕

するべく、公益に適う活動をすること―を果たすことを意味した。 

 では、BBC はどうやってオーディエンスの感情を掻き立てたのか？ それは、BBC が任命

した戦争特派員（war correspondent）から構成され、連合軍の各部隊に埋め込まれた

（embedded）「戦争報道チーム」（War Reporting Unit）の創設と、特派員が戦場からロンド

ンへ送って来る「実況」（actuality）を柱とする番組「ウォー・レポート」（War Report）の開

始であった。日本ではこれまで、BBCの戦争特派員の活躍や「ウォー・レポート」の特徴につ

いて簡潔な紹介は行われているが4、「戦争実況」（war actuality）がなぜ必要とされたのか、ど

のような経緯を経て、どのような形で実施されたのかの詳細は考察されていない。 

 そこで本稿では、BBC の「戦争実況」への取り組みの開始から、D-Day（ノルマンディー上

陸作戦（Invasion of Normandy）5の決行日）からの「ウォー・レポート」の開始に至る過程を、

主要な展開場面のいくつかを取り上げつつ、BBC が生み出した戦争ジャーナリズムとはどのよ

うなものだったのかを描き出すことにしたい。なお、アナウンサーによって「読み上げられる

戦争」ではなく、戦争特派員が「目撃する戦争」がどのようなものであったかをできるだけ実

態に沿って表現するため、ドキュメンタリー番組『戦争と放送 The BBC at War 第二次世

界大戦におけるBBCの闘い : 日本語字幕・英語字幕版 2 (戦場での挑戦)』（BBC Active 制作、

ジョナサン・ディンブルビー 監修・出演、飯塚浩一 日本語字幕版監修、丸善出版、2016 年）

のなかで引用されている実況を、筆者が監修を担当した日本語字幕から抜粋して紹介する6（本

稿で字幕を引用する際には、引用の最後に（The BBC at War）と記載する。なお、字幕の文字

数の関係で特派員の言葉が省略されている箇所がある）。 

 

２．「戦争実況」への挑戦 

 

 1942 年 11 月 4 日、BBC は国内放送（Home Service）と軍向け放送（Forces Programme）

のオーディエンスに対して、ここ数年間でもっとも良いニュースに備えて待つように伝えた。
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午後 11 時、アナウンサーは「こちらロンドン、ブリース・ベルフレイジ（Bruce Belfrage）で

す。」と彼は話しかけた。「ロンメル（Rommel）は完全に退却しました。」7 

 これは戦争の最悪の状態が終わり流れが変わり始めたという、数百万人が長く待ち望んでい

たニュースだった。ドイツ軍による空襲は依然として続いていたものの散発的になっていたし、

ソ連軍はスターリングラード（Stalingrad：現 ヴォルゴグラード Volgograd）で持ちこたえて

いた。北アフリカのエル・アラメインでの勝利は、何ヶ月も敗北続きだった連合軍にとって長

く待ち望んでいた勝利だった。それから後の話題は、いつ、どこで、どうやって第二戦線（Second 

Front）8が開かれ、占領下にあるヨーロッパからドイツ軍が撃退されるのかであった。D-Day

は、単に歴史上で最大の侵攻作戦であったのみならず、英国民にとっては包囲された状態にあ

った年月からの解放を意味したからである。 

 1944 年 6 月 6 日、世界の人々が D-Day が始まったことを知ったのは BBC の報道によって

である。ノルマンディー上陸の最初の公式アナウンスは同日の午前９時 32 分から BBC で放送

され、アナウンサーはジョン・スナッグ（John Snagge）であった9。戦争は新しい段階に突入

した。そして BBC のニュース報道もまた同様であった。特別番組「ウォー・レポート」は国内

放送の同日夜９時のニュース（Nine O’clock News）に続く国王の演説の直後、９時 19 分から

の第１話から、1945 年春の短期間の休止を除いて毎晩放送され、リューネブルガーハイデ

（Lüneberg Heath）でのドイツ軍降伏の翌日の 1945 年 5 月 5 日、第 235 話で終了した。同

番組は多彩な形式によって、連合軍の複雑で、そしてしばしば悲惨な戦いをオーディエンスの

「視覚」にも相当するインパクトをもって伝え続け、高い評価を受けたが、この番組が開始さ

れるまでに BBC は様々な課題に挑戦し、困難を乗り越えねばならなかった10。 

 

１）ベルリン空襲（air-raid over Berlin）の実況 

 第二次世界大戦勃発直後の 1939 年 9 月半ばに２つの国内放送委員会（Home Broadcasting 

Committee）が設置された。一つは BBC 内部に置かれ、もう一つは BBC と各省の代表者で構

成されたものであった。このうち BBC 内部の委員会の２回目の会合で、番組担当管理官

（Controller（Programmes））のバズル・ニコウルズ（Basil Nicolls）は BBC の番組編成に数

多くの変更が加えられることを告げた。日曜日にも子供の時間（Sunday Children's Hour）を

創設すること、より多くの重厚な（serious）音楽を流すこと、戦争について毎週のトーク番組

を創設すること、外交問題（foreign affairs）に関する定期的なトーク番組を始めること、「実

況」（actuality）番組のシリーズを開始すること、数多くの「郷愁を誘う特集番組」（nostalgic 

feature）を流すことであった11。 

 戦争が続くにつれて、ニュース速報は 1940 年 7 月に始まった拡大ニュース番組「ラジオ・

ニュースリール」（Radio Newsreel）によって補われるようになった。「ニュースリール」はニ

ュース映画から借りてきた用語であり、BBC がニュース速報のなかに実況（actuality）を持ち

込みたいという熱意を示している。同番組は海外放送(Overseas Program)で１日 4 回、週 6 日

の編成で放送された。単にその日のニュースを物語るのではなく、意識的にニュース映画の雑

誌風のスタイルを援用しつつ、「ラジオ放送向きの」（radiogenic）物語を選び出し、生き生き
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と変化に富む構成で放送された。ニュースの読み上げ、特派員報告、インタビュー録音、ニュ

ースに深みと展望を与える解説が組み合わされ、直接性（immediacy）の感覚が常に優先され

た12。「ラジオ・ニュースリール」において最も貴重なものは常に前線からの目撃報告であり、

この形式が後に始まる「ウォー・レポート」のモデルになったことは間違いない。 

 1942 年の始め、屋外中継部長（Director of Outside Broadcasts）のマイクル・スタンディ

ング（Michael Standing）はニコウルズへ手紙を出し、公式な特報や目撃報告に頼る代わりに、

戦時作戦（wartime operation）に随行して「実況録音」（actuality recording）を行うために

マイクロフォンを用いる計画を起案すべきだと提案した13。『ランダムハウス英和辞典（第２版）』

によれば、「actuality」には「現状、実状、実態、現実（性）」という「reality」と同様の意味

の他に、「（テレビ・ラジオの）実況放送」という伝える主体としての行為が含まれている。BBC

が求めていた「actuality」とは、オーディエンスに現実性を感じさせるために「マイクを通じ

て戦争を目撃させる」ことだった。それは、戦争特派員の主役の座を放送記者が新聞記者から

奪うことでもあった。その最初の機会は 1943 年１月 17 日の英国空軍によるベルリン空襲時に

訪れた。 

 この空襲の任務に当たった空軍中佐ガイ・ペンローズ・ギブソン（Guy Penrose Gibson）は

ラジオの潜在的な力に気づいており、BBC の特派員が自分の爆撃機に搭乗すべきだと主張し

た。そこで当日、英国空軍を最初に担当していたリチャード・ディンブルビー（Richard 

Dimbleby）が、第 106 飛行隊の爆撃機に搭乗し、戦場がよく見えるように爆撃手と一緒に機体

の前方に座ることになった。その時の実況録音が残っている14。 

 

 ベルリンに近づくと― 

 強力なサーチライトと激しい対空砲火が 

 一瞬も目が離せません 

 次々と焼夷弾が落とされました 

 ドイツ首都の暗い地表に― 

 巨大で眩い炎が広がっていきました 

 この破壊された地のどこかのシェルターの中に― 

 ヒトラーのような男が潜むのでしょう 

  ―リチャード・ディンブルビー（The BBC at War） 

 

 これはディンブルビーにとってもオーディエンスにとっても驚きの体験だったはずである。

とりわけオーディエンスは、ドイツが空襲を受ける様子をラジオを通して「耳で目撃する」こ

とになった。ディンブルビーの実況は軍幹部たちに好評であり、この後も空軍機に搭乗して実

況を行うことになった15。 

 1943 年 9 月 4 日には、BBC の戦争特派員ウィンフォード・ボーン・トーマス（Wynford 

Vaughan-Tomas）が英国空軍のランカスター爆撃機（Lancaster bomber、ニックネームは

「Freddie」の「F」）に録音エンジニアのレッグ・ピッツリー（Reg Pidsley）と共に搭乗した。
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彼らの任務は戦争の実相を捉えて英本国のオーディエンスへ伝えることだった。彼らが搭乗す

る爆撃機はイギリス海峡を横断し、オランダ上空を経てドイツへ侵入し、最終的にはベルリン

へと向かった。爆撃を行って無事に帰国するまでの８時間は「これまでの人生でもっとも恐ろ

しい８時間」だったと、後にトーマスは語っている16。 

 彼の隣に座るピッツリーは、航空機の音、クルーの声、そして爆弾投下と敵の陣地からの対

空砲火についてのトーマスの情感あふれる解説をディスクに録音し、そのディスクを、爆撃機

のなかの凍えるような寒さと爆弾を投下する際の急激な揺れから守るためにジャケットのなか

へ押し込んだ。翌日に行われたニュース速報のなかでこの録音が再生され、世界中に夜間爆撃

の恐ろしさを伝えた。これは今に至るまで、戦争についての現場ジャーナリズム（on-location 

journalism）の歴史においてもっとも重要な場面の一つであり続けている17。 

 

２）「戦争報道チーム」（War Reporting Unit）の編成 

 「ラジオ特別チーム」（Radio Commando Unit）を編成しようというアイデアは、1942 年 11

月にドイツが北アフリカ戦線で敗北し、その数か月後にスターリングラードから撤退し、第二

戦線の展望が見えてきた時に浮上した。1943 年 3 月、英国軍は D-Day に向けた作戦と装備を

試すための軍事演習（作戦名スパルタン Spartan）をオックスフォードシャー（Oxfordshire）

で行ったが、BBCにとっては軍の上級幹部たちに自分たちが迷惑にならずに参加できることを

証明する絶好の機会だった。BBC は演習を取材できるように軍に掛け合い、軍がついに折れて、

ディンブルビーが率いる特派員とエンジニアからなる２つのチームが敵味方に分かれて対峙す

る両軍に従軍することが許された18。 

 演習が行われている間、エンジニアは戦闘の音を、記者は目撃証言を録音し、ロンドンの放

送会館（Broadcasting House）へ送った。詳細なチェックと検閲を受け、あたかも実際の番組

編成に合わせて放送するがごとく偽のニュース速報を偽の期限のために急いで仕上げた19。台

本のなかに「解放された都市」からディンブルビーが送った実況を文字に起こしたものがある。 

 

 ここはオックスフォード 

 敵がこの街から撤退した後― 

 我が軍が入りました 

 住民は落ち着いて見守っているようです 

 敵が撤退する時 

 住民は家に閉じこもりました 

 そして美しく古い橋が次々に爆破される音を― 

 聞いていたのです 

―リチャード・ディンブルビー（The BBC at War） 

 

 戦争省（War Office）と軍の司令官たちは、その偽のニュース速報を聞いて深い感銘を受け、

BBC は今後、出来る限り多くの便宜を与えられるべきだという結論に至った。しかし、同省は、
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もし BBC が大勢で戦場に赴くことを許されるとすれば、特派員たちは戦闘行為に合わせた準

備をしなくてはならないと強調した。同様の見解は、ディンブルビーが提出した内部報告書で

も表明されていた。そこで彼は「（特派員が）軍人としての規律と姿勢を意識する」必要性を語

った。彼は、演習の間、彼に付き添った若いエンジニアがフィールドキャップをかぶっていた

のに加えて、ひっきりなしにタバコを吸っていたのみならず、兵士から上級将校まですべての

軍人を「おっさん」（old boy）と呼んでいたことに憤慨していた20。 

 こうして第二次世界大戦の勃発から３年半後、BBC は大規模かつ自由に戦争を報道できるよ

うになった。しかしながら、1943 年の秋に連合国軍最高本部（Supreme Headquarters of the 

Allied Expeditionary Forces：以下、SHAEF）が設置され、ドワイト・デイヴィッド・アイゼ

ンハワー（Dwight David Eisenhower）が最高司令官（Supreme Commander）に任命された

時、SHAEF は当初、BBC は新聞の合同代表取材（Press pool）のなかに入れてほしいと要求

しているだけだけであって、「ラジオ特別チーム」の計画は何の役にも立たないだろうと考えて

いた。そこで BBC は、自らの役割は米国の放送ネットワークと同等ではなく、英語圏に英国

の声を伝えているのであり、あらゆる戦場の連合軍兵士に向けてのみならず、解放すべき国々

の人々に向けたものであると主張した。アイゼンハワーは BBC を連合軍に組み込む仕組みが

有効であることに同意した21。 

 演習の 2 か月後、「戦争報道チーム」が設置されることになり、屋外中継の経験が豊富な BBC

帝国番組部長（BBC's Director of Empire Programmes）のシーモア・ドゥ・ロッベニア

（Seymour de Lotbiniere）が最初の責任者となった。彼は直ちに有名な解説者であるハワー

ド・マーシャル（Howard Marshall）をチームの部長として採用し、さらに、マーコルム・フ

ロスト（Malcolm Frost）―1939 年に BBC の傍受部門を設立し、その後は MI５（Military 

Intelligence Section 5 軍情報部第 5 課）に勤務していた―を次長として採用した。フロストは

20 名ほどの特派員を採用し、そのなかにはディンブルビーの他、フランク・ギラード（Frank 

Gillard）、カナダ人のスタンリー・マクステッド（Stanley Maxted）、オーストラリア人のチェ

スター・ウィルモット（Chester Wilmot）が含まれていた22。 

 「戦争報道チーム」のメンバーは、その後数ヶ月間、軍の訓練指揮官によって前線で生き残

るための訓練を施された。彼らは射撃、信号、偵察、航空機と戦車の認識方法、そして地図の

読み方を学んだ。さらに緊急の際には、自分自身で録音装置を使用できるようにエンジニアの

技術も教えられた23。1944 年 5 月の終わりに残された作業は、彼らを D-Day のために配置さ

れた連合軍の部隊に埋め込むことであった。 

 

３．「ウォー・レポート」の開始と終了 

 

１）「マイティ・ミジェット」（The mighty Midget）の開発と活用 

 オーディエンスへ最も正確でタイムリーな戦場からの報告を提供するために、BBCはD-Day

までに新しい録音装置と新しいコミュニケーション回路を開発しなければならなかった。克服

すべき課題は北アフリカ戦線の報道で明らかになっていた。砂漠で屋外にいることは、適切な
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タイミングでロンドンへ報告を戻すことを困難にした。何を録音するにしても、エンジニアた

ちの助けを必要とする重量トラックに乗せられた録音機材を利用しなければならなかった。多

くの収録物は機械装置のなかに入り込んでくる砂によって台無しになり、近くで銃が発射され

れば録音盤を刻む針もまた録音盤を叩くことになった。録音盤が最終的に編集された時、それ

はカイロまでの全行程をバイク便（dispatch rider）で運ばれる必要があり、ロンドンへ向けた

指向性電波（beam）の発信予定の一つに乗せるまでに 4 人もの検閲官による検閲を通過する

必要があった。さらに送信後ですら、空電によって伝わらない危険性もあり、ようやく伝わっ

たとしても、最終的にはロンドンの別の記者によって再び録音し直される必要があった24。D-

Day の前まで、BBC の報道態勢は米国の放送局のそれと比べて、すべての点において悲惨な状

態だった。そして、英国政府は、もしこうした状況が第二戦線でも繰り返された場合、英国軍

の努力が米国軍の成功についての報道によって、完全に影が薄くなってしまうのではないかと

危惧した25。 

 BBC のエンジニアたちは D-Day を記録するための新兵器を開発した。それは「マイティ・

ミジェット」（強力な小型機）と呼ばれる持ち運びができる録音装置で、ラジオによる戦争報道

の形を変える代物だった。木製のケースにバッテリーとともに収められ、クリップ付きマイク

ロフォンと 12 枚の 25 センチメートルの両面ディスクが備え付けられており、それぞれのディ

スクは片面で３分以内の録音ができた。重さは 18 キログラムあり、何とか背負って運べるも

のの、壊れやすく、再生ができないので録音されているかどうかを確かめる術がなかった。そ

れでも兵士がいる塹壕に持ち込むことができた上に、高性能で２種類のモードを搭載しており、

戦闘の音を聴かせたいときは通常モードで、戦場の大混乱を聴かせたい時は遠隔モードで録音

できた26。 

 1944 年 3 月、「戦争報道チーム」の特派員たちは上述した訓練を受けただけでなく、どうや

って不自由な生活に耐え、野外で料理をするのかも学んだ。軍服も支給された。すべては彼ら

を自給自足できるようにするだけでなく、彼らが埋め込まれる部隊の兵士たちから尊敬を勝ち

取るためでもあった。一方、エンジニアたちは、前線からの特派員の報告をいつでもできる限

り早くロンドンへ送ることを可能にするために、専用の電話線と放送機（transmitter）からな

るネットワークを構築しつつあった。この計画の中には、グレイト・ヤーマス（Great Yarmouth）

からプリマス（Plymouth）までの海沿いにいくつかの「供給」（feed-in）地点を設置すること

も含まれており、さらにイングランド南部に散在する放送局のいくつかにマイクロフォンとデ

ィスク装置を配置し、放送会館への特別回線を敷設した。最後に、前線での利用に適した移動

可能な放送機がトラックに積まれ、出航のための準備が行われている場所へと運ばれた27。 

 

２）D-Day と「ウォー・レポート」の開始 

 戦争中、英国の新聞社はいかなる戦場においても、特派員の配置は１名に限られていた。そ

して、それはD-Dayでも変わらなかった。しかし、連合軍がヒトラーの「大西洋防衛線」（Atlantic 

Wall）に対して攻撃を開始した時、17 名の BBC 特派員が「マイティ・ミジェット」を携行し

てノルマンディー海岸へと向かった。1939 年の時点では、ニュース報道について BBC は新聞
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所有者の奴隷のような立場にあったが、状況は劇的に変わった。ギラードは後に「ノルマンデ

ィーでわれわれは軍隊だった」と語っている28。 

 1944 年 6 月 6 日、朝９時 32 分からのスナッグによる公式アナウンスの後、オーディエンス

に対してノルマンディー海岸で実際に起こっていることをもっと告げることができるようにな

るまで、BBC は苦痛を伴う時間を過ごした。他方で、公式アナウンスが行われた時点で「戦争

報道チーム」の大半のメンバーは既に戦場に到着していた。ディンブルビーを含む何人かは爆

撃機や戦闘機に搭乗してイギリス海峡を横断した。7 名は様々な船舶や上陸用舟艇に乗船して

ノルマンディー海岸へ向かった。マーシャルを含む３名は海岸で戦闘状態にある強行上陸部隊

に組み込まれていた。ウィルモットはグライダーで到着した。バイアムは空挺部隊とともにパ

ラシュートで降下した。ロビン・ダフ（Robin Duff）も同様にパラシュートで降下する予定だ

ったが、最終的には米軍の艦船に乗船して到着した29。 

 夜になって英国の国内放送のオーディエンスは、ド・ゴール将軍（le général de Gaulle）と

国王からのメッセージ、カンタベリー大主教（Archbishop of Canterbury）の説教を聞いた。

依然として前線からの報告はわずかであった。特派員たちによって戦場で録音されたディスク

は、英国空軍の航空機や海軍の輸送船によってロンドンへと運ばれていた。他の方法としては、

特派員たちの声は、そのいくつかは録音で、いくつかはライブの音声で、イングランドの南海

岸にある BBC の送信地点であるフェアラム（Fareham）から専用回線を通じて届くか、ある

いは軍が所有する移動放送機を通じて戦場から送られてきた。それらは放送会館で取り纏めら

れ、直ちに新しいディスクへと採録された。もし安全保障上の理由で除去されるべき箇所があ

れば、都合の悪い箇所を飛ばした新しいディスクのコピーが作られた。こうした作業が続く一

方で、検閲官たちが容易にチェックできるようにすべての特報がタイプライターで文字起こし

された。一旦検閲を通過すれば、これらの原稿はニュース部門と番組制作チームの内部で回覧

された30。 

 1944 年 6 月 6 日の夜、英国民は新しい番組を耳にすることになった。夜９時のニュースの

直後に毎晩放送される「ウォー・レポート」である。録音技術の改善は戦場からの BBC 特派員

の報告に劇的な効果をもたらした。「戦争報道チーム」のメンバーは兵士と同じ訓練を受けただ

けでなく、熟練した編集技術を持ち、解説と実況を効果的に結び付けることができる前線特派

員として、戦場における兵士たちの目線での報道を目指した。臨場感にあふれ正確で信頼性の

ある「ウォー・レポート」は大反響を呼び、英国内だけでも 1000～1500 万のオーディエンス

が定期的にダイヤルを合わせたと言われている31。 

 D-Day には特派員から 50 本以上の報告がロンドンへ送られたが、「The BBC at War」には

次の実況が「ウォー・レポート 第１話」として収録されている32。 

 

 話しているうちに落下傘兵が着地しました 

 海から上がってきます 

 これはすごい人数です 

  —アラン・メルビル（Alan Melville）（The BBC at War） 
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 こちらリチャード・ディンブルビー 

 英国 カナダ 米国軍は― 

 白昼堂々 フランスの海岸に上陸 

 すでに数キロ内陸に進軍 

 英米軍艦の火力支援を受け 軍は着実に前進しています 

 また空からは戦闘機が常に軍を守っています 

  —リチャード・ディンブルビー（The BBC at War） 

 

 D-Day より前には、BBC は「ウォー・レポート」のような番組は放送していなかった。それ

までは、公式の戦況報告の後に短い戦争特報を差し込むか、間に合わせのニューストークとし

て戦争に時間を割り当てていた。15 分間を越える場合はなかったし、大半はそれ以下であった。

だが、今や戦争特報は毎日の 30 分番組となり、しかもその制作方法は革新的であった。「ウォ

ー・レポート」の制作はニュース部とドキュメンタリー部のメンバーからなるチームの手に委

ねられた。彼らはそれぞれの技法を組み合わせて、全ての素材を独自性のある展開の速い解説

番組へと構成した33。 

 「ウォー・レポート」の成功は、戦場において人員と施設を効率的に展開できるかどうかに

かかっていた。BBC は D-Day より前に移動可能な放送機「マイク・チャーリー・オウボゥ」

（Mike Charlie Oboe：コールサイン MCO）を３トントラックに積んで南部の沿岸地へと運ん

だ。しかし、強風が続き安全な輸送ができないと判断されたため、イギリス海峡を越えたのは

6 月 17 日であった。ノルマンディーに到着してから 24 時間以内に「MCO」はベイヨックス

（Bayeux）の街の近くにある大邸宅の中に設置され、稼働を始めた34。 

 数週間後、さらに２台の放送機―「マイク・チャーリー・エヌ・エイ・エヌ」（Mike Charlie 

NAN：コールサイン MCN）と「マイク・チャーリー・ピーター」（Mike Charlie Peter：コー

ルサインMCP）―がノルマンディーに到着した。移動検閲部隊が配置されたこともあり、3 台

の放送機は BBC 特派員が特報をタイムリーに送る能力を劇的に改善した。しかし、常に変化

する前線と足並みを揃えるのは大変だった。例えば MCO の信号はかなり弱かったため、連合

軍の部隊が前進すると、その後を追って海峡沿いの海岸に沿って移動しなければならなかった。

それでも、フランス北部や北海沿岸低地帯（Low Countries：ベルギー、ルクセンブルク、オラ

ンダに当たる地域）が解放されるにつれて適応能力はより拡大した。BBC のエンジニアたちは

前進中にラジオ局を探し出しすぐに修復した。修復された施設を活用することにより、特派員

たちは、すべての BBC の定期的ニュース速報と「ウォー・レポート」へ迅速かつタイムリーに

素材を供給することが可能になった35。 

 D-Day 以降も、ギラードから次の実況録音が放送会館へ送られている。 

 

 ここはトウモロコシ畑 

 私たちの周りで銃撃戦が始まっており― 

 人々が身を隠しています 
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 頭上を砲弾が飛び交う音がします 

 

 ここが世界への放送拠点となる 

 ノルマンディーの戦を伝える唯一の場所 

  —1944 年 6 月 17 日 ノルマンディーから（The BBC at War） 

 

 ティイへの道は荒れ果てています 

 並んでいるのは兵士の墓 

 大半がドイツ兵の墓です 

 どこを見ても激戦だったのが分かります 

 吐き気を覚えるような光景です 

 こんな荒れた場所は初めてだ 

 ティイは滅びたのです 

  —1944 年 6 月 20 日 ティイ・シュル・ソル（Tilly-sur-Seulles）から（The BBC at War） 

 

４．なぜ「戦争実況」だったのか？ 

 

 第二次世界大戦勃発直後の 1939 年 9 月 9 日、英国の政治・文化週刊誌『ニュー・ステーツ

マン』（New Stateman）は次のコメントを掲載した。「戦争が始まった最初の数日間、BBC は

朝刊各紙に書かれているニュースを単調に伝えた。そして、そのニュース自体も一時間前に伝

えたものの繰り返しだった。他方で、各紙の内容もラジオで既に聴かれていたものの繰り返し

だった。」36間もなく、ディンブルビーが初の BBC 戦争特派員に選ばれ、フランス、北アフリ

カ、アルバニア、ギリシャ、そして中東から報告を送った。ゴドフリー・タルボット（Godfrey 

Talbot）は、1940 年 9 月から 41 年 5 月にかけてのブリッツ（The Blitz ロンドン大空襲）37

の報道を手伝っていたが、1942 年、中東にいたディンブルビーと交替し、エル・アラメインか

らトリポリ(Tripoli）への英国第八軍（the Eighth Army）38の進軍と、その後のイタリアへの

侵攻の報道を行った。ギラードは 1942 年 8 月のディエップ空襲（Dieppe Raid）の報道39を行

った。彼はその後、タルボットとともに北アフリカとイタリアにおける第八軍の軍事活動の報

道を行うことになる40。 

 ディンブルビー、タルボット、ギラードは、フリート・ストリート（Fleet Street 新聞街）

での経験を持つ専門的なジャーナリストであり、1942 年には BBC のニュース編成室の中核を

担っていた。そして、この時点まで、BBC の記者は新聞記者と同じく戦争特派員として戦況を

取材し、多くのニュースは、彼らが送って来る報告をもとにした原稿をアナウンサーが読み上

げていたのである。アナウンサーによって「読み上げられる戦争」は、距離と時間の隔たりを

前提として、起きたことを正確かつ効率的に伝達することを目的としていた。 

 他方で、1940 年のダンケルク撤退(Dunkirk)41と 1940-41 年のブリッツを経験した人々は、

放送に対してより「生きた」ニュース―時間と距離の隔たりをできるだけ感じさせないニュー
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ス―を切望するようになる。英国の社会調査機関「マス・オブザベーション」（Mass Observation）

が、1941 年の時点において最も重要な情報メディアはラジオであり、戦争末期までには、ある

種のニュース、特に戦闘に関する即時の解説については新聞に取って代わっていた、と報告し

たように42、第二次世界大戦は「即時性」（topicality）を BBC にとっての中核的なニュース価

値にしたのである。 

 「即時性」を有するニュースを提供するため、BBC は「起きたこと」を伝えるだけでなく、

「目の前で起こっていること」を伝えたいと欲し、1940 年 7 月に「ラジオ・ニュースリール」

を開始し、1942 年 11 月には「ラジオ特別チーム」を編成するアイデアが浮上した。1943 年の

ベルリン空襲の実況と軍事演習（スパルタン作戦）における偽の実況を経て「戦争報道チーム」

が設置され、1944 年 6 月 6 日の D-Day に、特派員たちは爆撃機で、グライダーで、パラシュ

ートで、上陸用舟艇で戦場のただなかに飛び込み、目前で繰り広げられている戦闘を見たまま

の感覚で発話する「目撃する戦争」（「ウォー・レポート」） を 1945 年 5 月 5 日まで伝え続け

た。 

 もちろん、こうした「視覚」にも相当するようなインパクトを持つ「実況」という表現形式

を可能にするためには、「戦争報道チーム」という組織編制だけでなく、新たな録音装置やコミ

ュニケーション回路の開発も必要だった43。BBC のエンジニアたちは持ち運びができる録音装

置「マイティ・ミジェット」を開発し、英国内に専用の電話線と放送機からなるネットワーク

を構築し、ノルマンディーからの放送ができる「マイク・チャーリー・オウボゥ」など３台の

移動可能な放送機を配置した。さらに、連合軍が解放した地域にあるラジオ局を次々に修復し

て迅速な「実況」を可能にした。 

 こうして「実況」という表現形式と、それを支える「戦争報道チーム」という組織編制とエ

ンジニアによる技術支援が組み合わさることで、オーディエンスに「ラジオで目撃する戦争」

を提供する新たな戦争ジャーナリズムが生み出されることになった。 

 

５．おわりに 

 

 1945 年 5 月 5 日の「ウォー・レポート」の最終回では、ウィルモットがリューネブルガーハ

イデでのドイツ軍の降伏の模様を伝えた。 

 

 私はチェスター・ウィルモット 

 ここは陸軍元帥司令部です 

 場所はエルベ川近辺のリューネブルガーハイデ 

 今は５月４日金曜日６時 10 分 

 敵対していた ドイツの司令官たちが― 

 降伏のために司令部にやってきました 

  —1945 年 5 月 4 日（The BBC at War） 
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 BBC は戦争勃発当初、政府によるプロパガンダ放送の要求に対峙しつつ、自らの使命をどう

捉えればよいのかに逡巡しているうちに、大衆からの支持を失っていった。開戦の一か月後に

BBC の聴取者調査局（Listener Research Department)がオーディエンスの反応を調査したと

ころ、オーディエンスの 35 パーセントが BBC に不満を持ち、10 パーセントは全く聴かない

と回答した44。BBC はこの危機において戦争をどのように伝えるかをめぐって苦悩した結果、

戦場に飛び込み、言葉を武器に闘うこと、すなわちエイサ・ブリッグス（Asa Briggs）が「言

葉の戦争」(The War of Words)45と呼んだ役割を果たすことでオーディエンスの信頼を獲得す

る道を選んだ。 

 D-Day から始まった「ウォー・レポート」は、BBC の戦争特派員を有名にし、BBC のジャ

ーナリズム活動に対する高い評価を確立した。ただしこのことは、危機において放送は何をし

なければならないのかについての見解を共有していた数百名の BBC の職員を含む、これまで

あまり知られていなかった計画、訓練、工学技術、管理運営の仕組みなしには起こりえなかっ

た46。なかでも鍵となったのは、特派員による「実況」を可能にした持ち運び可能な録音装置

「マイティ・ミジェット」の開発と、特派員たちを D-Day に始まる侵攻部隊に「埋め込んだ」

ことだった。 

 戦時においてジャーナリストが前線の部隊に従軍するという報道形式は、2003 年 3 月に勃

発したイラク戦争において実施され、日本人記者も米軍部隊に従軍したことで注目を集めた。

大石悠二は 2003 年 2 月 3 日に米国防総省が公表した取材の手引きの「最大の眼目は、報道者

（記者、カメラマン、キャスター）に最前線の戦闘部隊に従軍を認め、戦場からの直接報道（印

刷媒体の送稿、電波媒体の音声と映像の中継放送）を許し、さまざまな制限はあるものの、建

前としては軍事検閲を廃止したことである」47と指摘している。 

 イラク戦争時の「埋め込み」報道と、第二次世界大戦において BBC 特派員が「埋め込まれ」

て行った報道は、「報道者は文字通り最前線の部隊に埋め込まれ、兵士と寝食を共にし、そして

戦闘に際しては生死も共にする」48点は共通だが、その報道の目的と性格は大きく異なってい

た。すなわち、イラク戦争時における「埋め込み」報道において、従軍する記者、記者を派遣

するメディア組織、そしてその報道を検証する者にとって最大の課題と考えられたのは、ジャ

ーナリスト、あるいはジャーナリズムの客観性をいかにして維持するか、ということであった。 

 ところが BBC 特派員による「埋め込み」報道は軍による検閲をも組み込んだ仕組みである

ことに加え、戦争を第三者的に報道するものではなかった。自ら連合軍の一員として言葉を武

器として戦うために、BBC は従来の新聞記者による従軍取材とはまったく異なる報道形式を自

ら考え、政府や軍を説得し、実現させた。それはまさに「戦場に埋め込まれた」報道であり、

BBC が名声を得た「プロパガンダよりも事実を伝えるという方針」とは別に、戦場を「実況」

することでオーディエンスの感情を掻き立て、国民のモラルを維持するというジャーナリズム

を生み出したとも言えよう。 

今後の課題は、戦後のテレビジョン時代において再び戦争に向き合うことになった BBCが、

第二次世界大戦下での経験をどのように受け継ぎ、また変容させたかを考察することになるだ

ろう。 
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ここは敵の上空 

 赤や緑の光が見えます 

 行け！ 行け！ 

 フランスに降下します 

 皆 戦場に飛び下りていきます 

 しかし私は― 

 落下傘の背負革に吊り下げた道具袋を下ろさねば 

 地面が近づいてきました 

  —ガイ・バイアム（The BBC at War） 
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